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第３章 中間実績値の評価 

I 全般的な評価 

  健康日本２１は、健康づくりに関する各種の指標について、根拠に基づく具体的

な数値目標を設定し、国民が一体となった健康づくり運動を推進することとしてい

る。この数値目標を設定する手法の導入により、これまで様々な調査でそれぞれに

把握されていた国民の健康指標に関する各種データが、国民健康・栄養調査等で体

系的・継続的に把握されるようになり、体系的・継続的なモニタリング、評価が可

能となった。 

  また、都道府県及び市町村においては、健康日本２１における目標の達成を目指

した健康増進計画の策定が進んでおり、平成 14 年３月には全ての都道府県で都道

府県計画が策定されている。また、市町村については、平成 18 年７月時点におい

て全 1,859 市町村のうち 1,001 の市町村（約 54％）において市町村計画が策定され

ており、まだ策定していない市町村についても多くの市町村で平成 19 年度末まで

の策定を予定している(参考資料４)。 

今回の中間評価において把握した中間実績値からは、例えば、脳卒中、虚血性心

疾患の年齢調整死亡率の改善傾向が見られ、脂肪エネルギー比率や女性の肥満者の

増加に歯止めがかかる一方で、高血圧症、糖尿病などの生活習慣病の有病者は特に

中高年男性で改善していない。さらに、男性の肥満者の割合や日常生活における歩

数のように、健康日本２１策定時のベースライン値より改善していない項目や、悪

化している項目が見られるなど、これまでの進捗状況は、全体として必ずしも十分

ではない点が見られる。 

 

 

II 分野別の評価 

    

１ 栄養・食生活 

（１） 目標設定と取組 

 栄養・食生活は、多くの生活習慣病との関連が深く、また、生活の質との関連

も深いことから、健康・栄養状態の改善を図るとともに、人々が良好な食生活を

実現するための個人の行動変容及びそれを支援する環境の確保が必要である。  

 目標は、適正な栄養状態、適正な栄養素（食物）の摂取、適正な栄養素（食物）

の摂取のための個人の行動及びそれを支援するための環境づくりについて設定

されている。 

この目標を踏まえて、①国民健康・栄養調査の実施や「食事摂取基準」の策定

など科学的根拠の蓄積及び整理、②「食生活指針」や「食事バランスガイド」な

どの普及啓発や食環境整備、③管理栄養士等の人材育成及びボランティア（食生

活改善推進員等）の育成などに取り組んできた（参考資料１参照）。   


